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接続の前に知ってほしいこと接続

1

IP-BUS、光デジタルラインの接続について
●IP-BUSおよび光デジタルラインの端子と
ケーブルは、同じ色どうしを接続してく
ださい。(コネクターの接続部分が色分け
されています。）

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる場合
は、バッテリーから直接電源をとること
をおすすめします。当社では、電源配線
キット「RD-221」を別売していますの
で、販売店にご相談ください。

ノイズ防止のために
●本体のRCAコードに何も接続しない場合は、
付属のキャップを外さないでください。

接続のポイント

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで
押し込んで、確実に接続してください。

●コネクターを外すときは、図のようにコ
ネクター部分を持って引っ張ってくださ
い。コードを引っ張るとコードが抜けて
しまうことがあります。

コネクターの着脱のしかた

接続上のご注意

●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常にバッ
テリーから電源が供給される電源回路には、
接続しないでください。接続すると車の
バッテリーが消耗してしまいます。

●若草色のリード線 (パーキングブレーキス
イッチ) は、必ずパーキングブレーキス
イッチの電源側に接続してください。接続
しないとフロントビデオ出力端子から映像
が出力されません。

本機と他の製品では同じ働きのコードでも
色が異なる場合があります。本機と他の製
品とを接続される場合、それぞれの製品に
付属の取付説明書をよくお読みになり、同
じ働きのコードどうしを接続してください。

接続・取り付け部品を確認するはじめに
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本体関係

2取付アングル 
×2

1本体×1 3取付ベース 
×2

4粘着テープ 
×2

5座付きネジ 
 （4×8 mm）×4

6タッピングネジ 
 （6×16 mm）×4

7蝶ナット 
 （6 mm）×4

本製品はEIAJコードカラーに対応しています。 リモコン関係

!1リモコン × 1

!4リモコン受光部 × 1

!2リモコンホルダー × 1

!5両面テープ
(17×25 mm) × 1

!3両面テープ
(80×30 mm) × 1

コード関係

i電源コード × 1 oIP-BUSケーブル
(6 m) × 1

!0RCAビデオコード
(黄) (6 m) × 1



電源の接続

q本体 

注：このリード線の接続を間違ったり、忘れたりす 
 ると、フロントビデオ出力端子から映像が出力 
 されません。 

パーキングブレーキスイッチ 
車が停車していることを確認するために使用します。 
必ずパーキングブレーキスイッチの＋側リード線に接 
続してください。 

6 m

90 cm

6 m

6 m

パーキングブレーキ 
スイッチの＋側リー 
ド線をはさみ込む。 

ラジオペンチで 
強くはさむ。 

パーキングブレーキスイッチの位置は、 
車種によって異なります。詳しくは、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

＋側 

アース側 

ヒューズ抵抗 

パーキングブレーキスイッチ 

アース 
車のボディの金属部に確実に接続してください。 

アクセサリー電源 
車のエンジンスイッチをACCの位置にしたときに電 
源が供給される電源回路に接続してください。 

＋バッテリー電源 
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常に 
バッテリーから電源が供給される電源回路に接続し 
てください。 

ヒューズ (4 A)

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量 
 のヒューズと交換してください。 

注：赤、黄リード線は車のヒューズユニットを通 
　　した後の端子に接続してください。 

黄 

黒 

若草色 

赤 

接続方法 

i電源コード

注：電源リード線の、ヒューズから本体、およ   
びヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器
のリード線を接続しないでください。 

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

電源コードの接続接続
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AV マスターユニットと組み合わせた場合 (本機とAVマスターユニットとTVチューナーをトランク内に設置するとき)

3 m

6 m

50 cm

モードスイッチ 

FM MODULATOR
IP-BUS MAIN UNIT
IP-BUS AV MASTER

V.SEL端子へ 黒 

ナビゲーションシステムを接続
する場合、AVマスターユニッ
トにナビゲーションシステムを
接続します。(☞ AVマスター  
ユニットの取付説明書)

黄 

黄 

黄 

フロント 
映像出力へ 

フロント 
映像出力 

黒 黒 黒 青 

青 黒 

青 

IP-BUS 
入力 (青)

IP-BUS出力 (黒)

15 cm

50 cm

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS 
出力 (黒)

oIP-BUSケーブル 

V.SELケーブル (「AVX-P7000CD」に付属)

IP-BUS 
出力 (黒) IP-BUS入力 (青)

IP-BUS 
入力 (青)注：他のケーブルと束ねないでください。 

TVアンテナ 例:「AN-GT4」 

注：色を逆に接続しないでください。 

注：AVマスターユニットと接続する 
 ときは、この端子には何も接続し 
 ないでください。 

7 m

7 m

3 m

6 m

6 m

AVマスターユニット  
例：｢AVM-P9｣ 

TVチューナー 
例：｢AVX-P7000CD｣ 

光デジタルライン  
(「AVM-P9」に付属)

DVDコントロールケーブル (「AVM-P9」に付属)

IP-BUSケーブル (「AVX-P7000CD」に付属)

!0RCAビデオコード 
灰 

灰 灰 

灰 

15 cm

V.SEL端子へ 

15 cm

TVモニター 
例：「AVX-P7000CD」 

20ピン延長ケーブル 
(「AVX-P7000CD」に付属)

20ピンケーブル  
(「AVX-P7000CD」に付属)

AV延長ケーブル (「AVM-P9」に付属)3 m

注： 

マルチCDプレーヤー 
「CDX-P650」など 

● 

TVチューナーを前席シートの下
に取り付ける場合、このAV延長
ケーブルは、使用しません。 

20 cm

q本体 この光デジタル出力端子
は、光デジタル入力付き
AVマスターユニット（例：
AVM- P9）に接続するた
めの端子です。 

注： 

3 m

モードスイッチ 

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。 

長さが足りないときは、「AVM-P9」に
付属のIP-BUS延長ケーブル（3 m）を
使用します。 

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

システムの接続 (1)接続

3



パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニットと組み合わせる場合

q本体 

IP-BUS 
入力 (青)

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS 
出力 (黒)

マルチCDプレーヤー 
「CDX-P650」など 

フロント 
映像出力へ 

フロント映像出力 

黄 

V.SELケーブル (「AVX-P7000CD」に付属)

IP-BUSケーブル (「AVX-P7000CD」に付属)

注：他のケーブルと束ねないでください。 

!0RCAビデオコード 6 m

15 cm

3 m

6 m

6 m

7 m

7 m

3 m 20ピン延長ケーブル (「AVX-P7000CD」に付属)

RCAビデオ入力 （1または2）へ 

TVアンテナ 例:「AN-GT4」 

!4リモコン受光部 

oIP-BUSケーブル 

V.SEL端子へ 

TVチューナー 
例：「AVX-P7000CD」 

IP-BUS出力 (黒)

灰 

灰 

黄 青 

青 

黒 

パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニット 

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS出力 (黒)

TVモニター 
例：「AVX-P7000CD」 

50 cm

50 cm

20 cm

15 cm
15 cm

IP-BUSケーブル 
(「AVX-P7000CD」に付属)

V.SEL端子へ 

長さが足りないときは、別売
の「CD-IP151E」 (1.5 m)、
「CD-IP500」 (5 m) または
「CD-IP600」(6 m) をお使
いください。 

モードスイッチ 

FM MODULATOR
IP-BUS MAIN UNIT
IP-BUS AV MASTER

長さが足りないときは、
別売の「CD-RGB30E」
または「CD-RGB31E」
(3 m延長) をお使いくだ
さい。 

6 m黒 

モードスイッチ 

IP-BUS
STAND
ALONE

IP-BUS側にします。 

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

システムの接続 (2)接続
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お手持ちのRCA入力端子付きモニターと組み合わせる場合

!4リモコン受光部 

q本体 

6 m

6 m

黒 
音声出力 

音声入力へ 

市販のRCAコード 
（赤・白） 

!0RCAビデオコード 
（黄） 

フロント 
映像出力 

映像入力へ 

市販のRCA入力 
付きモニター 

赤 白 黄 

15 cm

リアモニターと接続する場合 

フロント映像出力の代わりにリア映像出力を使用することで、
リアモニター（後部座席専用モニター）に接続することもでき
ます。その場合は、次のページの警告を必ずお守りください。 

モードスイッチ 

IP-BUS
STAND
ALONE

STAND ALONE側にします。 

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

システムの接続 (3)接続

5

リアモニターで映像を見る場合

q本体 

市販のRCAコード 
（黄） 

リア映像出力 

映像入力へ 

黄 

音声出力 

音声入力へ 

市販のRCAコード 
（赤・白） 

赤 白 

15 cm

市販のRCA入力 
付きモニター 

リアモニター 

リア映像出力に、後部座席専用のモニターを接続すれば、本機の映像を後部座席でも楽しむこと
ができます。リア映像出力はパーキングブレーキのオン/オフに関係なく映像が出力されます。 

本機のリア映像出力は、後部座席で
DVDやビデオCDを見るモニターを接
続するためのものです。リア映像出力
に接続したモニターは、運転者が走行
中に映像を見ることができる位置には、
絶対に設置しないでください。 
 

リア映像出力に接続したモニターを使用する場合 

禁止 

警告 

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

リアモニターの接続接続
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取り付け角度について

0°か90°以外では 
取り付けないでください。 

この方向には取り 
付けられません。 

上面 

角度切り換えダイヤル 

2段階 

ダイヤルは左右 2ケ所にあ 
ります。左右同じ位置に合 
わせてください。 

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作す
ることを確認してから、取り付けを行っ
てください。

正常に動作しない場合は、接続に間違い
がないか、もう一度チェックしてくだ
さい。

●本体背面にあるモードスイッチは、ボール
ペンの先などであらかじめ切り換えておい
てください。

取り付け後ではスイッチの切り換えが困難
になります。

粘着テープを張り付ける前に
●粘着テープ類を張り付けるところは、汚
れをよくふきとってください。

２つの取り付け方法があります
●トランク内の床に取り付ける方法
粘着テープで固定するため、車を加工す
ることなく取り付けることができますが、
取り付け強度はトランク内の取付ボードに
取り付ける方法に比べると弱くなります。

●トランク内の取付ボードに取り付ける方法

トランク内に設置した取付ボードに穴を開
けて、ネジで取り付けます。しっかりと
固定することができます。

STAND
ALONEIP-BUS

取り付けのポイント

取り付けの前に知ってほしいこと取付

2輸送について取付

1

輸送中、セットを保護するために輸送ネジが取り付けてあります。取り付けの作業を行う前に必ず
輸送ネジを取り外してください。取り外した後は、付属のシールを貼って穴をふさいでください。
取り外した輸送ネジは再輸送する際に使用します。付属の袋に入れ保管しておいてください。

輸送ネジの取り外し

輸送ネジ 
再輸送する際には、 
再度同じ位置に取 
り付けてください。 

シール 
輸送ネジを取り外した後、付 
属のシールを貼って穴をふさ 
いでください。 
 

取り付け上のご注意

●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外の
部品を使用すると、機器内部の部品をいた
めたり、しっかりと固定できずに外れたり
して危険です。

●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあり
ます。

＊ダッシュボードやリアトレイの上のよう
に直射日光の当る場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●平らな面に取り付けてください。平らな面
以外に取り付けると、外れたり故障の原因
となります。

●しっかりと固定できる場所を選んで取り付
けてください。スペアボードやハッチバッ
クのリアトレイなど、車の振動で動く場所
には絶対に取り付けないでください。音飛
びの原因となります。

●指定の取り付け方法以外で取り付けると性
能を充分に発揮できません。また、故障の
原因となることがあります。

ケース

破損

角度切り換えダイヤルの角度
本機を横置きで取り付ける場合は「H」に、縦置きで取り付ける場合
は「V」にダイヤル位置を合わせてください。



トランク内の取付ボードに取り付ける場合トランク内の床に取り付ける場合

本体に取り付け金具を取り付ける

■横置きの場合

■縦置きの場合

カーペットをめくります。 

3取付ベース×2

4粘着テープ×2

めくる 

7蝶ナット (6 mm)×4

2取付アングル×2

取付アングルの次の 
穴を使用します。 

1本体 

5座付きネジ (4×8 mm)×4

めくる 

カーペットをめくります。 

3取付ベース×2

4粘着テープ×2

2取付アングル×2

7蝶ナット (6 mm)×4

5座付きネジ (4×8 mm)×4

1本体 

取付アングルの次の 
穴を使用します。 

1

本体を取り付ける取付

3

本体に取付アングルを座付きネジで取り付ける

2取付アングル×2

5座付きネジ (4×8 mm)×4

取付ボードなど 印をつけます。 

取付アングルの次の 
穴を使用します。 

1本体 

縦置きで取り付ける場合は、「トラ
ンク内の床に取り付ける場合」の
1を参照して2取付アングルを取
り付けてください。 

1取り付ける位置を決め、
粘着テープを貼る

カーペットを元に戻し、ネジ
部をカーペットの上に出す

蝶ナットを外し、
本体を一度取り外す

本体を取り付け、
しっかり固定する

7蝶ナット 
　(6 mm)×4

5

7蝶ナット 
　(6 mm)×4

3

4

めくる 

2

取り付ける位置を決め、
穴を開ける

タッピングネジで、
しっかり固定する

6タッピングネジ (6×16 mm)×4

3

 φ4 ～ 4.5 mm

2



リモコンの取り付け取付

4

付属の両面テープ (80 × 30 mm) を使用して、リモコンホルダーを貼り付けます。

両面テープで取り付ける場合

!1リモコン 

!2リモコンホルダー 

!3両面テープ  
 (80×30 mm)

注： リモコンは運転の妨げにならない場所に取り付けてください。 

動作を確認する

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認してくだ
さい。

接続・取り付けをもう一度
確認する

確認
接続・取り付けに誤りがないか、各コネクターは
確実に接続されているか、もう一度、目で見て確
認してください。

車のエンジンをかける

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

本機の動作を確認する
(☞ 取扱説明書)4

3

ACC ON

LO
CK

START

2

1

確認

1

取り付け上のご注意

●直射日光の当るダッシュボードの上には、絶
対に取り付けないでください。高温により
故障する恐れがあります。

●リモコンの信号がとどく範囲内に取り付け
てください。

リモコン受光部の取り付け取付

5

付属の両面テープをリモコン受光部の裏面に貼り付け、センターコンソールなどに取り付けます。

!4リモコン受光部 

!5両面テープ 
 （17×25 mm） 

センターコンソールの幅が狭く、センターコンソール上にリモコンの取り付けスペースがない場合
は、別売のメインコントローラーアタッチメント「AD-R66」を使用して取り付けます。

別売の「AD-R66」を使用して取り付ける場合

「AD-R66」に付属のブラケット (A) にリモコンホルダーを取り付ける

タッピングネジ 
(3 × 10 mm) 
(「AD-R66」付属 )

!2リモコンホルダー 

ブラケット (A) 
(「AD-R66」付属 )

!3両面テープ   
 (80 × 30 mm)

1

「AD-R66」を車に取り付ける
「AD-R66」の『取付説明書』を参照して、車に取り付けます。

「AD-R66」 

2


